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▲全国大会に出場する軟式野球のみなさん
■相撲個人の部に出場する松山さん

▲9月8日（水）、町長へ報告に訪れた軟式野球の皆さん
（左から小松さん、新宮さん、池田さん）
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富
者
で
の

膚
が
ぎ
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・め・ざ・せ　仝・国　制　覇
第53回長崎県青年大会（9月28日・29日佐世保市に

て開催）の相撲と軟式野球競技で、本町から出場した

選手団が優秀な成績を収めました。（敬称略）

●軟式野球…優勝

●相撲団体の部・．・3位、個人軽量級（3位）永渕和仁、

個人中量級（1位）松山健吾、（2位）大瀬敏充

軟式野球競技と相撲の松山さんは、11月12日から国

立競技場で開催される第53回全国青年大会に出場する

ことになりました。

3年前（平成13年）の大会でも、松山さんは準優勝、

野球は1回戦を9－1で圧勝（天候の都合により2回

戦以降は中止）しており、今回も活躍が期待されます。



ど
う
な
る
合
併
後
の
支
所
機
能

平
成
1
6
年
第
3
回
定
例
議
会
が
、

9
月
1
5
日
（
水
）
か
ら
日
日
（
金
）
ま

で
3
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。町

長
か
ら
諸
情
勢
の
報
告
の
あ

と
、
一
般
質
問
が
3
人
か
ら
6
件
、

規
約
変
更
や
補
正
予
算
に
か
か
る
議

案
1
3
件
、
そ
の
他
3
件
が
上
程
さ
れ
、

慎
重
な
審
議
の
末
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

感

●
議
会
議
場
の
合
併
後
の
利
用
に
つ
j

い
て
　
ン

▲現在の議会棟

●
赤
潮
に
よ
る
漁
業
被
害
に
対
す
る

支
援
及
び
諌
干
事
業
に
つ
い
て

・
佐
賀
地
裁
の
工
事
差
し
止
め
決
定

に
対
す
る
町
長
の
所
見
を
伺
い
た
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・
被
害
に
対
す
る
町
の
支
援
対
策
、

国
・
県
へ
の
働
き
か
け
の
考
え
は
な

＼
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●
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て

・
合
併
の
お
祝
い
と
自
治
体
の
な
ご

り
を
惜
し
む
意
味
で
の
イ
ベ
ン
ト
の

計
画
は
い
か
が
か
。

・
合
併
に
よ
り
不
要
と
な
る
議
場
の
…
消

活
用
法
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

・
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
曙
．
、

整
備
利
用
の
要
望
に
は
、
ど
の
よ
う

に
判
断
さ
れ
る
か
。

●
自
然
災
害
の
対
応
策
に
つ
い
て

・
自
然
災
害
に
対
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
作
成
さ
れ
て
い
る
の
か
㍑

・
今
回
の
台
風
1
8
号
に
は
ど
の
よ
う

な
対
応
策
を
実
施
し
た
の
か
。

・
簡
易
水
道
施
設
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
ル
壕

ビ
施
設
は
、
災
害
時
に
緊
急
対
顔
Ⅵ

必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

レ
小
準

●
光
ケ
ー
ブ
ル
網
の
利
用
状
況
に
つ

い
て

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入
率
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
件
数
は
ど
う

か
。
．
こ
れ
ら
以
外
の
利
用
計
画
は
無

い
の
か
。

●
合
併
後
の
支
所
機
能
と
自
治
組
織

に
つ
い
て

・
支
所
の
機
能
は
ど
ケ
懸
る
の
か
。

支
所
長
の
立
場
′
・
階
級
・
権
限
は
ど

う
な
る
の
か
∵
　
　
　
■
ぞ
緩

・
小
長
井
地
区
住
民
が
住
民
自
治
組

織
と
し
て
結
束
し
、
括
性
化
を
図
む

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
漣
思
う
が
町
長

溌
努

）
　
こ
1
7
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の
考
え
を
伺
い
た
い

【
規
約
等
改
正
他
】
　
　
　
、
ロ
ガ

●
長
崎
県
市
町
村
議
会
公
務
災
害
補

像
等
組
合
か
ら
の
脱
退
に
亮
が
て

・
市
町
村
合
併
の
た
め
1
7
年
2
月
2
8

日
を
も
っ
て
脱
退
¢
、

●
長
崎
県
市
町
村
議
会
公
務
災
害
補

償
等
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
と
こ
れ
に
伴
う
規
約

の
変
更
に
う
い
て



・
市
町
村
合
併
に
よ
り
6
団
体
が
脱

退
。

●
公
平
委
員
会
の
事
務
の
委
託
に
関

す
る
規
約
の
廃
止
に
つ
い
て

・
市
町
村
合
併
の
た
め
1
7
年
2
月
2
8

日
を
も
っ
て
廃
止
。

●
長
崎
県
市
町
村
土
地
開
発
公
社
定

款
の
変
更
に
つ
い
て

・
設
立
構
成
団
体
の
変
更
に
伴
う
出

資
額
の
変
更
。

●
長
崎
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
組
合
市
町
村
数
の
減
少
と

こ
れ
に
伴
う
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
市
町
村
合
併
に
よ
り
7
団
体
が
脱

退
し
1
団
体
が
加
入
。

●
土
地
改
良
事
業
の
計
画
の
概
要
の

策
定
に
つ
い
て

・
田
井
原
地
区
基
盤
整
備
促
進
事
業

（
区
画
整
理
6
・
1
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

受
益
戸
数
謂
戸
）
　
の
認
可
申
請
。

【
平
成
1
6
年
度
補
正
予
算
】

●
一
般
会
計
（
第
4
号
）

長
期
債
利
子
や
公
共
下
水
道
特
別

会
計
繰
出
金
な
ど
4
、
2
4
3
万
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
4
2
億
7
7
4

万
8
千
円
に
。

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
3

号
）

診
療
報
酬
給
付
金
ほ
か
4
3
万
4
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
1
0
億

6
、
9
5
4
万
円
に
。

●
老
人
保
健
特
別
会
計
（
第
2
考
）

一
般
会
計
へ
の
繰
出
金
ほ
か

4
8
4
万
4
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
8
億
1
、
0
4
6
万
7
千
円
に
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
2
号
）

償
還
金
や
一
般
会
計
繰
出
金
ほ
か

3
3
5
万
7
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
3
億
9
、
3
9
1
万
1
千
円
に
。

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
2

号
）

下
水
道
整
備
事
業
に
伴
う
水
道
管

布
設
工
事
費
ほ
か
3
、
0
1
5
万
6

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
2
億

6
、
1
5
8
万
3
千
円
に
。

●
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第

1
号
）

下
水
道
管
渠
工
事
費
及
び
処
理
場

工
事
費
や
起
債
償
還
費
な
ど
1
、
8

8
8
万
5
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
4
億
5
、
7
7
7
万
円
に
。

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
山

（
第
2
号
）
ミ

償
還
金
利
子
や
工
事
請
負
費
な
ど

2
1
6
万
7
千
円
を
追
加
し
い
　
予
算

●
郵
政
事
業
の
民
営
化
に
反
対
を
求

軌
か
決
議
並
び
に
国
会
及
び
政
府
へ

㌢
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

ダ
サ
ー
ビ
ス
格
差
の
な
い
国
営
の
郵

■

便
局
と
し
七
の
存
続
を
請
願
。

【
報
告
】
　
ら

●
平
成
1
5
事
業
年
度
長
崎
県
町
村
土
．

地
開
発
公
社
の
決
算
報
告
に
つ
粉
て

【
同
意
】

●
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
か

か
る
同
意
　
　
　
　
輿
∵
三
鷹

・
岩
崎
稔
氏
の
再
任
に
つ
い
て
同

意
。

を
守
ナ
」
の
犠
か
、
第
2
日
目
に
各
常
任

委
員
会
、
第
3
日
目
に
市
町
村
合
併

調
査
特
別
委
員
会
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。議

事
の
結
果
と
く
わ
し
い
内
容
に
一

つ
い
て
は
、
「
小
長
井
町
議
会
だ
よ

り
」
三
ま
た
は
い
が
h
小
長
井
町
図
書
館
で
」

「
小
長
井
町
議
会
議
事
録
」
　
を
ご
覧
…

下
さ
い
。

鰯「′‾‾‾詔∂抑
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8
月
3
1
日
（
火
）
、
多
良
見
町
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
2
1
回
県

央
地
区
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
は
、
7
月
に
本
町
で
行
わ
れ
た
同
協
議
会
以
降
に
調
整
が
済

ん
だ
、
協
定
項
目
の
調
整
結
果
報
告
6
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

鱒
報
告
謹
聴
癒

【
調
整
結
果
の
報
告
】

⊥第21回県央地区一市五町合併協議会から－

6項目の調整結果を報告

合
併
協
定
書
に
お
い
て
、
「
合
併
時
に

調
整
」
ま
た
は
「
合
併
ま
で
に
調
整
す

る
」
と
な
っ
て
い
た
事
項
等
に
つ
い
て
、

協
議
・
調
整
さ
れ
た
内
容
を
報
告
。

①
介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い
に
関
す

る
こ
と
…
協
定
第
2
4
号

・
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
貸
付
…
制

度
の
有
無
と
貸
付
対
象
に
相
違
が

あ
っ
た
た
め
次
の
よ
う
に
調
整
。
基

金
の
額
は
3
0
0
万
円
。
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
等
の
額
に
相
当
す
る
額

を
無
利
子
で
貸
付
。
対
象
者
は
、
介

護
保
険
料
率
の
第
1
段
階
・
第
2
段

階
該
当
者
。
ま
た
は
特
に
市
長
が
必

要
と
認
め
る
者
。

②
社
会
福
祉
協
議
会
に
関
す
る
こ
と

…
協
定
第
3
5
号

1
市
町
村
に
1
福
祉
協
議
会
と
す

る
た
め
に
統
合
を
支
援

・
各
市
町
の
法
人
　
（
社
会
福
祉
協
議

会
）
　
を
解
散
し
、
合
併
し
て
新
法
人

を
設
立

・
合
併
期
日
は
、
平
成
1
7
年
3
月
1

□
口

③
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
こ
と
…
協

定
第
4

0
号

○
在
宅
介
護
支
援
事
業

国
、
県
の
実
施
要
綱
に
基
づ
く
事

業
の
実
施
内
容
を
調
整

・
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
…
旧
多

良
見
町
、
旧
飯
盛
町
地
域
で
実
施
し
、

そ
の
他
の
地
域
は
新
市
に
お
い
て
検

討
（
国
の
実
施
要
綱
に
よ
る
）

・
住
宅
改
造
助
成
事
業
…
引
き
続
き

実
施
。
対
象
事
業
費
限
度
額
6
0
万
円

の
2
／
3
以
内
を
助
成
（
県
の
実
施

要
綱
に
よ
る
）

・
精
神
障
害
者
居
宅
介
護
等
事
業
、

精
神
障
害
者
短
期
入
所
事
業
…
現
行

の
と
お
り
新
市
に
お
い
て
実
施
（
国

の
実
施
要
綱
に
よ
る
）

○
地
域
生
活
自
立
促
進
支
援
事
業

・
小
規
模
作
業
所
運
営
費
補
助
事
業

…
現
行
の
と
お
り
新
市
に
お
い
て
実

施
（
県
の
実
施
要
綱
に
よ
る
）

・
小
規
模
適
所
授
産
施
設
運
営
補
助

事
業
、
長
崎
障
害
者
就
業
・
生
活
支

援
事
業
、
精
神
障
害
者
地
域
活
動
所

運
営
費
補
助
事
業
、
精
神
障
害
者
地

域
生
活
援
助
事
業
…
現
行
の
と
お
り

新
市
に
お
い
て
実
施
（
国
の
実
施
要

綱
に
よ
る
）

・
障
害
者
生
活
支
援
事
業
…
諌
早
市

の
例
に
よ
り
現
行
の
と
お
り
新
市
に

お
い
て
実
施

○
社
会
参
加
促
進
事
業

・
手
話
奉
仕
員
養
成
・
派
遣
事
業
、

音
声
・
点
字
く
ら
し
の
情
報
発
行
事

業
、
生
活
訓
練
講
習
会
開
催
事
業
、

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
振
興
事

業
‥
・
諌
早
市
の
例
に
よ
り
新
市
に
お

い
て
実
施
（
国
の
実
施
要
綱
に
よ
る
）

・
自
動
車
運
転
免
許
取
得
助
成
事

業
、
自
動
車
改
造
助
成
事
業
…
現
行

の
と
お
り
新
市
に
お
い
て
実
施
　
（
国

の
実
施
要
綱
に
よ
る
）

④
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
　
（
そ
の

1
）
…
協
定
第
4
1
号

・
母
子
家
庭
等
児
童
入
学
祝
金
等
支

給
…
実
施
の
有
無
や
支
給
内
容
の
相

違
を
調
整
。
児
童
1
人
に
つ
き
小
学

校
入
学
時
5
千
円
、
中
学
校
入
学
時

5
千
円
を
支
給
　
（
現
況
で
は
本
町
は

未
実
施
）

⑤
農
業
に
関
す
る
こ
と
…
協
定
第
4
6

号○
国
、
県
補
助
事
業

・
国
、
県
補
助
事
業
に
対
す
る
各
市

町
の
上
乗
せ
補
助
の
相
違
を
調
整
。

補
助
率
は
、
諌
早
市
の
例
に
よ
り
国
、

県
補
助
残
の
2
0
％
以
内
。
補
助
対
象

者
の
区
分
は
設
け
な
い
。
ソ
フ
ト
事

業
に
つ
い
て
は
、
原
則
補
助
し
な
い

と
な
っ
て
い
た
が
、
協
議
会
に
て
再

検
討
と
な
る
。

／・リごiフ（兄ノ（り



○
単
独
土
地
基
盤
整
備
事
業

・
農
道
整
備
…
広
域
農
道
、
農
免
農

道
等
の
公
共
性
の
高
い
農
道
は
、
新

市
に
お
い
て
維
持
管
理
す
る
。
農

道
整
備
事
業
の
採
択
基
準
、
補
助

率
は
諌
早
市
の
例
に
よ
る
。
（
受

益
戸
数
2
戸
以
上
、
幅
員
2
・

5
m
以

上
、
請
負
工
事
補
助
率
6
0
％
以
内

［
橋
梁
は
7
0
％
以
内
］
、
直
営
工
事
補

助
率
3
0
％
以
内
、
原
材
料
支
給
は

1
0
0
％
）

・
か
ん
が
い
排
水
…
旧
市
町
管
理
の

水
路
は
、
新
市
に
お
い
て
維
持
管
理

す
る
。
採
択
基
準
、
補
助
率
は
諌
早

市
の
例
に
よ
る
。
（
受
益
戸
数
2
戸

以
上
、
受
益
面
積
2
0
ア
ー
ル
以
上
、

補
助
率
5
5
％
以
内
［
頭
首
工
8
0
％
以

内
、
波
漠
5
0
％
以
内
］
、
原
材
料
支

給
は
1
0
0
％
）

・
ほ
場
整
備
…
採
択
基
準
、
補
助
率

は
諌
早
市
の
例
に
よ
り
実
施
。
（
対

象
者
は
認
定
農
業
者
で
面
積
5
0
ア
ー

ル
以
内
、
補
助
率
は
5

0
％
以
内
ま
た

は
1
0
ア
ー
ル
あ
た
り
2
5
万
円
以
下
）

⑥
下
水
道
に
関
す
る
こ
と
…
協
定
第

56
号

○
公
共
下
水
道
使
用
料
（
農
業
・
漁

業
集
落
排
水
事
業
も
同
じ
に
統
一
）

・
汚
水
量
の
算
定
基
準
…
【
表
①
】
の

と
お
り

・
徴
収
方
法
…
徴
収
事
務
は
水
道
局

へ
委
託
。
上
水
道
を
検
針
し
水
量
と

使
用
量
を
決
定
。
上
水
道
と
合
算
し

徴
収
。
公
営
水
道
給
水
区
域
外
及
び

井
戸
水
の
み
の
場
合
は
下
水
道
部
署

が
徴
収
す
る
。

○
排
水
設
備
助
成
制
度

・
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
に

く
み
取
り
便
所
等
を
改
造
す
る
者
に

対
し
、
1
建
物
あ
た
り
1
0
0
万
円

以
内
を
融
資
。
利
率
は
4
月
1
日
現

在
の
長
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
の
率
に

0
・
3
％
を
加
算
し
た
率
。
償
還
回
数
6
0

回
（
5
年
）

○
施
設
占
用
料
…
【
表
②
】
の
と
お
り

【表（む】汚水量の算定基準

韮 ／喜・喜‾疫　 ＝＝ ．餌 ．

水道 水 の み 水 道 の 使 用 水 量

水 道 水 以 外 （井 戸 水等 ）
メ ータ ー 器 を 取 り付 けて

そ の 水 量

水 道 水 以 外 （井 戸 水等 で メ ー （1 カ月 あ た り）
タ ー器 取 付 不 可 の場 合 ） 世 帯 人 員 × 7．0 ポ ・＝④

水 道 水 と井 戸 水 等 の併 用 水道 使 用水 量 ＋④ ／ 2 以 内で
（メ ータ ー器 取付不 可 の場 合） 使 用態様 を 勘案 し水 量 を加算

使 用 水 量 と汚 水 量 が著 し く 使 用 態 様 を勘 案 して
異 な る 場 合 認 定 した 水量

※メーター器 は、市が無償 で貸与。
月の中途加入 世帯は、 1 カ月分 と して算定。

【表（診】下水道施設占用料

・′；、‡‾㌃ふ：■：繹■‾三宅て・、‡
．′．・．さ・．・－．・．－．・フ．・と．∴・．－．r－．鰍ぎ．・誉．箆・≡．㌍－　－　3

袈施 設 占 用 料
才・■■・：、亭・■．二等・■・・・通読・。三・≡・乞．妄薫～モ諾　漉こ　－
■ 電 柱 類

1，0 0 0 円

・電 柱

第 1 種

第 2 種 1，6 0 0 円

第 3 種 2 ，2 0 0 円

9 3 0 円

・電 話 柱

第 1 種

第 2 種 1，5 0 0 円

第 3 種 2 ，10 0 円

・そ の 他 柱 類 7 2 円

・共 架 電 線 類 10 円 ／ m

・地 下 電 線 類 5 円 ／ m

■ 水 管 、 ガ ス 管 類

4 8 円 ／ m・外 径 0 ．1m 未 満

・外 径 0 ．1 ～ 0 ．15 m 7 2 円 ／ m

・外 径 0 ．15 ～ 0 ．2 m 9 5 円 ／ m

・外 径 0 ．2 ～ 0 ．4 m 19 0 円 ／ m

・外 径 0 ．4 ～ 1．O m 4 8 0 円 ／ m

・外 径 1．0 以 上 9 5 0 円 ／ m

■ そ の 他

5 5 円 ／ ポ・橋 梁

・そ の 他 物 件 2 7 0 円 ／ ポ

f汐　　　2♂β4ノαノ



斗士、、しi∴‥
▲バレーボール一般男子（1位）

－．一斗⊥J盛だ

▲壮年SPソフトポニル（1位）

担型阻嘩型塑聖t

8
月
2
2
日
と
2
9
日
の
各
日
曜
日
、

飯
盛
町
を
会
場
に
第
4
9
回
北
高
来

郡
郡
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。2

2
日
、
陸
上
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
（
一

般
男
女
）
・
卓
球
・
相
撲
・
S
P
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
　
（
壮
年
・
女
子
）
　
の
8

競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
相
撲
が
4
年
連
続
、

陸
上
男
子
が
2
年
ぶ
り
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
子
が
7
年
ぶ
り
、
壮
年
S

P
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
は
1
8
年
ぶ
り
の

優
勝
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
1

日
目
の
総
合
得
点
で
は
、
高
来
町
と

同
点
の
1
位
で
し
た
。

2
9
日
は
、
台
風
1
6
号
の
接
近
に
よ

り
強
い
風
が
吹
く
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
無
事
残
り
7
種
目
の
競
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
優
勝

種
目
は
な
か
っ
た
も
の
の
各
競
技
で

そ
れ
ぞ
れ
健
闘
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
両
日
の
総
合
得
点
で
は
、

高
来
町
に
わ
ず
か
1
点
及
ば
ず
、
昨

年
に
引
き
続
き
総
合
2
位
の
成
績
に

終
わ
り
ま
し
た
。

来
年
3
月
か
ら
は
諌
早
市
と
な
る

2βαまノαノ　　　　用

め
、
今
鋸
Ⅳ
嘩
尚
来
郡
最
後
の
郡



■ ■ll■▼相調騨椚押印司帽野澤■帽■■　　　　　　　　 ▲バレーボール婦人 （4位） l）

種 目別 得 点 表

※ 1 位が 4 点

以下 1 点下がリ

第 1 日目 （8 月22日）
第 2 日目 （8 月29日） 磯野

き野：

総

ム
⊂コ
順

位

陸上 バレーボール SPソフトボール 相

撲

卓

球

バレーボールソフトボール ソ
フ
ト
三

ス

剣

道

享■漱

′式
野
球ら男子 女子 男子 女子 壮年 女子 壮年 婦人 F P

実年

S P

小長井町　 ●ごて 4 ■ 4 1 4 4 や 1 ……；；≡畠 3 3 …二三ミ〕 率 39 2

高 来 町 3 4 1 4 3 4 1 4 1 2 2 4 2 2 3 4 0 1

飯 盛 町 1 2 3 3 1 2 2 2 4 4 1 2 4 4 2 3 7 3

森 山　町 2 3 2 2 2 1 3 1 2 3 4 1 1 3 4 3 4 4

fI7　　　‘孜フβ4ノαノ



9局を7日℃兜）午前9時半頃、大型で強しへ嶺風

長崎而付近に上陸し、ジ野内は激しい暴風雨に男舞われま
した。

この台風は本町にも、停電をはじめ、家屋・ビニ→ル

ハウスの崩壊や破損、農作物の倒伏など多＜の被害を与

え、各地にその爪跡を残しなか5日本海を北上していき

ました。

今年の台風上陸はこの台風で7つ目となり、過去最多

った1990年、1993年の6つの記録を更新しまし
Fl＿止．■Jさ∴■一‾■■一脈▼－∴j■■：■ト・・ヽ、▼　■H■一つ■損M■■J∃さ▼、－



ト
じ
っ
く
り
ね
ら
い
を
定
め
て
か
ら
、
そ
れ
I

ヽ

ホー・ルイ池亀租っ

9月16日（木）、第6匝Ⅰ老人クラブ対抗グラウンドゴ

ルフ大会が町民グラウンドで行われました。

大会には、町内の各老人クラブから16チームが参加

し、秋の日差しが照りつける中、競技が進められました。

競技の結果、優勝は小川原浦A、2位牧A、3位遠竹

A、4位井崎Aで、この4チームが10月14日（木）に開

催される郡大会に出場することに怠りました。

ト
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
長
立
会
が
浮
立
を
披
露

9月16日（木）、第24回長崎県身体障害者ゲートボー

ル大会が諌早運動公園で行われました。

小長井町身体障害者福祉会（会長：小柳一典さん、会

員：287人）から吉A・Bの2チームが参加、県下31

チームのなかで小長井Aチームが見事準優勝を果たしま

した。

沿お、このチームは、来年度北九州市で開催される九

州大会に出場することになりました。ご健闘をお祈りし

ます。

9月4日（土）、新・諌早市を知ろうをキャッチフレーブ

ズに「1市5町をめぐるバスツアー」が実施されました。

これは、新市となる1市5町の特徴的な場所をそれぞ

れめぐり、新市の全体像を子ど吉たちに体感して吉らお

うと、合併啓発の一環で行われた吉のです。

管内の小学4年から6年生までの約220人、本町から

吉26人が参加し、各市町の名所・旧跡をめぐりました。

ツアーの後には、干拓の里で郷土芸能や○×クイズ、

オオクワガタのプレゼントを懸けたじやんけんゲームな

どのイベント吉あり、参加者は楽しい1日を過ごしまし

た。

上古－－」－－－－プ∂露詔了

9月21日（火）、±砂降りの雨の中、小川原浦の目島

さんの海岸でNHKの生中継が行われました。

この放送では、シャツパ釣りの様子を町内の婦人が実

演し、NHKの朝の番組「おはよう日本」のなかで生放

送、九州版と全国版の2回にわたり多くの皆さんに紹介

されました。

シャツパ釣りとは、有明海の干潟にあるシャツパ（シャ

コ）の穴に書道の筆を挿し、それをはさんだシャツパを

釣り上げるちょっと変わった漁法です。

売電毒封凋



■教科書採択までの経緯

1．平成17年度使用教科書用図書展示会

期間：平成16年6月1日～7月31日（2カ月間）

会場：諌早市民センター

2．教科書各学校巡回閲覧

小学校5月17日～6月4日

3．教科書研究会（諌早・北高別5月14日～6月4日まで）

4．調査研究員会（6月11日～6月17日まで、2回開催）

5．選定委員会（6月29日～7月5日まで　2回開催）

6．諌早・教科書採択協議会

（5月25日～7月12日まで　2回開催）

7．小長井町教育委員会（採択決定）（8月4日）

■小長井町立小学校教科書採択本

語

写

会

図

教

科

活

国

書

社

地

算

理

生

教育出版　　ひろがる言葉小学国語

教育出版　　小学書写

教育出版　　小学社会

帝国書院　　楽しく学／ぶ小学生の地園帳

東京書籍　　新しい算数

大日本園書　たのしい理科

学校図書　　みんなとまなぶし′ようがっこうせいかつ

教育芸術社　小学生の音楽

図画工作　日本文教出版　園画工作

家庭　　　開隆堂　　　小学校わたしたちの家庭科

保健　　　学習研究社　みんなの保健

■小長井町教育委員（教科書採択時）

役職　　　　　氏名

教育委昌長　　西山　敏勝

教育委員　　　尾形　紘行

′′　　　　　新宮　マス

〝　　　　　永井三樹丸

教育長　　　岩崎　　稔

平
成
1
7
年
度
使
用
小
学
校
教
科

用
図
書
が
、
8
月
4
日
の
町
教
育
委

員
会
に
お
い
て
採
択
決
定
さ
れ
ま
し

た
。採

択
に
あ
た
っ
て
は
、
調
査
研
究

会
、
選
定
委
員
会
の
報
告
を
基
に
、

諌
早
・
北
高
教
科
書
採
択
協
議
会
（
会

長
／
前
田
諌
早
市
教
育
長
）
　
が
、
諌

早
地
区
　
（
諌
早
市
及
び
北
高
来
郡
）

の
教
育
の
実
態
、
自
然
的
・
文
化
的

諸
条
件
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
や

実
態
、
学
習
方
法
と
の
適
合
性
な
ど

の
調
査
・
研
究
を
行
い
、
最
終
的
に

は
町
教
育
委
員
会
に
お
い
て
公
正
中

立
・
教
育
本
意
の
立
場
な
ど
か
ら
決

定
し
た
も
の
で
す
。

■平成17年度使用諌早・北高教科書採択協議会委員

氏名

前日　重寛

末吉　純次

橋本　忠彦

伊東　輝治

岩崎　　稔

津田　龍一

山口　公徳

柴田　　淳

小柳　敏哉

所属

諌早市教育委員会

森山町教育委員会

飯盛町教育委員会

高来町教育委員会

小長井町教育委員会

諌早而立北諌早小学校

森山町立森山西小学校

諌早市PTA連合会

北高来郡PTA連合会

備考

教育委員会代表
′／

／′

／／

／′

諌早市小学校長会会長

北高小学校長会会長

諌早地区保護者代表

北高地区保護者代表

土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す
。

大
規
模
な
土
地
売
買
な
ど
の
契
約

（
予
約
を
含
む
。
）
　
を
し
た
と
き
は
、

買
主
は
知
事
あ
て
の
届
出
書
に
必
要

な
書
類
を
添
付
し
て
、
契
約
を
結
ん

だ
日
か
ら
2
週
間
以
内
に
土
地
の
所

在
す
る
市
町
村
役
場
へ
届
け
出
て
下

さ
い
。届

出
を
受
け
た
知
事
は
、
利
用
目

的
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
利
用
目

的
が
公
表
さ
れ
た
土
地
利
用
に
関
す

る
計
画
に
適
合
し
な
い
場
合
、
3
週

間
以
内
に
、
利
用
目
的
の
変
更
を
勧

告
し
、
そ
の
是
正
を
求
め
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

届
出
の
手
続
き
◎
＆
0

◎
大
規
模
な
土
地
と
は
？

0
①
市
街
化
区
域2

、
0
0
0
2
m
以
上

②
①
以
外
の
都
市
計
画
区
域

5
、
0
0
0
d
以
上

③
都
市
計
画
区
域
以
外

1
0
、
0
0
0
正
以
上

◎
ど
ん
な
取
引
が
該
当
？

◎
売
胃
∵
代
物
弁
済
・
交
換
な
ど

◎
届
出
は
誰
が
？

0
土
地
の
権
利
取
得
者
　
（
売
買
の
場

合
で
あ
れ
ば
買
主
）

ご（）（昆ノ（lノ fゾ♂



来
年
度
の
新
入
学
児
は
6
0
人

い
よ
い
よ
来
年
4
月
か
ら
ピ
ッ
カ

ピ
カ
の
新
1
年
生
、
そ
ん
な
お
子
さ

ん
が
い
る
家
庭
で
は
、
期
待
に
胸
を

ふ
く
ら
ま
せ
て
春
の
足
音
を
待
た
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

入
学
を
控
え
た
お
子
さ
ん
の
健
康

管
理
に
は
十
分
注
意
し
、
心
身
と
も

健
や
か
に
入
学
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
町
で
は
、
新
入
学
児
の
健

康
診
断
を
行
い
ま
す
の
で
、
保
護
者

同
伴
で
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

新
入
学
児
童
名
簿
に
記
載
も
れ
や

誤
り
が
あ
る
場
合
に
は
、
教
育
委
員

会
（
T
m
3
4
－
2
2
0
1
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
新
入
学
児
童
健
康
診
断
】

■
期
日
1

0
月
2
6
日
（
火
）

■
場
所
各
小
学
校

【
遠
竹
小
学
校
】

児
童
氏
名

有
田
　
潮
音

田
島
　
功
雅

横
田
ほ
の
か

土
井
　
美
穂

渡
達
　
里
紗

渡
部
　
直
人

山
口
　
乃
愛

書
次
　
帆
夏

副
島
　
愛
穂

（9人）

保
護
者
　
地
区

俊
明
　
　
釜
一

一
志
　
　
釜
一

美
紀
　
　
釜
一

教
至
　
　
釜
二

俊
明
　
　
釜
二

聖
吾
　
　
柳
南

善
照
　
　
柳
南

竜
久
　
　
黒
仁
田

龍
燈
　
　
黒
仁
田

【
小
長
井
小
学
校
】
　
（
3
1
人
）

児
童
氏
名
※
笥
保
層
者

福
田
遽
鹿
㌻
貞
彦
㍉

地
区

井
手
　
望
月

今
村
　
琴
乃

土
井
　
七
星

青
山
　
瑞
希

中
園
　
塁
貴

平
田
　
裕
也

大
蔵
　
華
帆

中
山
　
智
也

立
山
　
直
樹

内
川
　
純
子

藤
瀬
　
京
介

松
本
　
修
三

宮
崎
　
漠
稀

川
島
寿
美
麗

酒
井
飛
時
利

井
田
　
有
紀

鳥
井
　
　
楓

山
下
　
靖
博

田
島
　
海
人

石
丸
　
拓
郎

島
田
　
夏
美

卓
也

進
也

道
昭

光
樹

淳
一

淳
子

善
久

美
子

勝
彦

賢
二

幸
喜

和
昭

和
泉

正
男

信
秋

真
一
郎

正
昭

博
之

敏
也

裕
二

伸
也

築
制
服
…
∨

井
崎
山

井
崎
二

井
崎
三

井
崎
四

井
崎
四

井
崎
四

井
崎
四

井
崎
四

大
蔵
　
幸
太

原
田
　
甲
斐

佐
藤
　
愛
住

山
口
　
真
優

森
　
　
凪
沙

原
田
　
美
里

福
田
　
悠
真

金
子
　
柊
矢

秀
島
　
輝
哉

【
長
里
小
学
校
】

児
童
氏
名

森
　
　
智
文

≠
旨
等
鹿
衣

小
柳
登
纂
登
廃

山
口
　
大
輔

松
野
　
彩
香

幸
敏

孝一
也

勇誠
悟

末
男

広
敏

洋
二

勝
也（

2
0
人
）

保
護
者

清
文

孝謙
二

博
勝

増
山
万
見

佐
簿
拓

山
級
∵
恕
攣

叫
〓

川
野

田
原
二

田
原
二

田
原
二

田
原
二

牧
一

牧
一

牧
二

牧
三

枚
三

地
区

足
角

打
越

打
越

打
越

打
越

川
内

船
津

灘
津

ぬ
代
一

東
　
　
未

小
川
原
浦
一

小
川
原
浦
一

小
川
原
浦
二

小
川
原
浦
二

小
川
原
浦
二

小
川
原
浦
三

小
川
原
浦
四

小
川
原
浦
四

小
川
原
浦
四

小
川
原
浦
四

小
川
原
浦
五

小
川
原
浦
五

田
原
一

木
下
　
∨
犬
樹

木
下
　
結
衣

木
下
　
創
真

木
下
　
彩

山
口
　
大
我

諸
岡
　
真
志

廃
村

孝
藻

弘和
広

繁
子

倍

吉
次
　
龍
一
　
智
樹

【
聖
母
の
騎
士
小
学
校
】

児
童
氏
名
　
　
保
護
者

田
代
二

尾
ノ
上

尾
ノ
上

尾
ノ
上

尾
ノ
上

大
久
保

大
久
保

大
久
保

（1人）

田
代
　
雄
太
　
萩
原
柴
三
郎

総
数
　
男
子
3
3
人
　
女
子
2
8
人
　
計
6
1
人

◎
い
つ
迄
に
届
出
？

0
契
約
　
（
予
約
を
含
む
）
　
締
結
目
か

ら
2
週
間
以
内

◎
提
出
す
る
書
類
は
？

0
届
出
書
、
売
員
契
約
書
な
ど
の
写
、

土
地
の
位
置
図
な
ど

◎
ど
こ
に
提
出
？

0
土
地
が
あ
る
市
町
村
の
　
「
国
土
利

用
計
画
法
」
　
担
当
課
（
本
町
は
企
画

振
興
課
）
＊
届
出
書
用
紙
も
あ
り

◎
問
い
合
わ
せ
は
？

0
役
場
企
画
振
興
課
ま
た
は
県
土
地

対
策
室
　
（
電
話
0
9
5
－
8
2
5
－

4
9
5
5
）
　
へ

利
用
目
的
の
審
査

ぎ；L

顧み服飾錨㍑廉い欄制約暇繍磯㌢

届出　　㍍神町　　送付

長

不勧告終盤漁船勅

燕公表されている土地利用計画に適合毒
しない場合に勧告することがある。…

公　表農場庚息勧　告瀾毒
※勧告に従わない場合には公表することがある。

※適正かつ合理的な土地利用のために
助言することがある。

契，欒六■lJ権
利
譲
渡
者



．、戻小長井芸だより

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
記
』

東
京
都
武
蔵
野
市

武
富
　
為
嗣

（
牧
出
身
）

．
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．
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．

城
下
町
リ
ー
ル
、
ベ
ル
ギ
ー
の
プ

ラ
ッ
セ
ル
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
と

回
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
に
入
っ
て

か
ら
、
バ
ン
コ
ク
、
ロ
ン
ド
ン
、
ア

メ
リ
カ
、
北
京
に
次
い
で
5
度
目
の

海
外
出
張
で
し
た
。
今
回
の
出
張

は
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
仕
事
の
一

つ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
い
う
日
本
発
の
資
格
制
度
普
及

の
た
め
に
リ
ー
ル
大
学
で
講
義
を
す

る
の
と
他
の
国
で
提
携
の
話
を
す
る

た
め
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
い
都
市
は
そ
れ

こ
そ
、
数
百
年
前
の
町
並
み
が
残
っ

て
お
り
、
そ
こ
に
人
々
が
生
活
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
観
光
客
を
ひ
き
っ

け
て
一
大
産
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。

パ
リ
の
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
大
通
り
の
町

並
み
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
作
っ
て
、
い

ま
な
お
現
代
に
適
合
し
て
い
ま
す
か

ら
驚
き
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
な
国
々
で
は
昨

年
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
を
除
い
て
通

貨
が
統
一
さ
れ
て
、
ど
こ
に
行
く
に

吉
パ
ス
ポ
ー
ト
は
い
り
ま
せ
ん
し
、

同
じ
お
金
で
買
い
物
が
出
来
ま
す
。

言
っ
て
み
れ
ば
、
日
本
と
韓
国
と
中

国
が
パ
ス
ポ
ー
ト
な
し
で
行
き
来
で

き
て
、
同
じ
通
貨
で
買
い
物
が
出
来

る
と
い
う
よ
う
な
石
の
で
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
人
々
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
携

わ
る
人
は
2
、
3
カ
国
語
を
話
せ
ま

す
。
ベ
ル
ギ
ー
の
観
光
バ
ス
の
運
転

手
は
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン

ス
語
、
フ
ラ
マ
ン
語
（
ベ
ル
ギ
ー
南

部
の
言
葉
）
　
で
案
内
を
し
て
く
れ
ま

す
。こ

の
統
合
に
よ
っ
て
、
同
じ
毛
の

で
吉
ど
こ
で
買
っ
た
ほ
う
が
安
い

か
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
国
境
沿
い
に
住
む
人
は
、
隣
の

国
の
ガ
ソ
リ
ン
が
安
け
れ
ば
、
隣
の

国
に
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
に
い
く
と
い

う
具
合
で
す
。
か
ば
ん
を
買
っ
た
ら
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ど
こ
で
吉
岡
じ
価
格
と

の
事
で
、
夏
の
半
額
セ
ー
ル
を
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
全
土
で
や
っ
て
い
る
と
の
事

で
し
た
。
昔
は
国
ご
と
に
あ
っ
た
企

業
の
工
場
や
販
売
支
店
が
安
い
国
や

地
域
に
移
っ
て
統
合
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
あ
る
地
域
で
は
仕

事
が
増
え
て
、
あ
る
地
域
で
は
減
っ

て
い
く
と
い
う
現
象
が
起
き
て
い
ま

す
。
各
々
の
地
域
は
∃
－
口
ッ
パ
の

中
で
の
特
色
を
出
さ
沿
い
と
生
活
が

豊
か
に
な
っ
て
い
か
な
い
と
い
う
状

況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

小
長
井
看
諌
早
と
一
緒
に
な
る
と

い
う
決
断
を
し
た
の
で
す
か
ら
、
今

後
は
多
良
岳
と
有
明
海
と
い
う
自
然

に
囲
ま
れ
た
豊
か
さ
の
中
で
特
徴
を

出
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
な
と
、
歴
史
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
町
並
み
を
見
な
が
ら
思
い
を
め

ぐ
ら
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

2励プ房二　「　　‾戸～ラ

「インフル．エンザ」と「かぜ」
十ン…th－・－J一一一J一山虹て＝＿＿▲L長こ⊥＿∴こ三∠」二．＿＿こ止七＝＿＿　＿‥　　　　　　　　　　　　∴l．1こ＿エコ」＿－．1．＿‖．・′仇．棚」．l．娠止▲．㌔

近
年
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
き
っ
か
け
と
な
り
脳
炎
、
脳
症
、
肺
炎
を
併
発

し
ゃ
す
い
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。
風
邪
の
主
な
症
状
は
く

し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、
の
ど
の
痛
み
、
せ
き
、
た
ん
な
ど
の
呼
吸
器
症

状
で
す
。
こ
れ
に
全
身
症
状
と
し
て
、

ど
が
あ
り
ま
す
。

●
か
ぜ
占
領
一
句
川
代
工
男
ザ
は
．
1
．
．
．

ど
こ
が
違
う

か
ぜ
の
原
因
の
8

0
～
9
0
％
は
ウ
イ
ル
ス

感
染
で
す
。
比
較
的
に
症
状
の
軽
い
か
ぜ

に
対
し
、
全
身
に
症
状
を
及
ぼ
す
の
が
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
で
す
。

か
ぜ
（
普
通
感
冒
）
で
は
、
特
に
鼻
腔

が
冒
さ
れ
、
鼻
み
ず
、
鼻
づ
ま
り
が
よ
く

起
こ
り
ま
す
が
の
ど
の
痛
み
や
せ
き
は
そ

れ
ほ
ど
強
く
な
く
、
熟
も
た
い
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

発
熱
、
倦
怠
感
、
食
欲
不
振
、
頭
痛
な

と
こ
ろ
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
こ
れ
ら

の
症
状
の
う
え
に
高
熱
（
3
9
～
4

0
℃
）
が

出
て
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
、
腰
痛
、

全
身
の
だ
る
さ
と
い
っ
た
全
身
症
状
が
強

く
で
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
症
状
の
強

く
で
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
特
に
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
体
力
や
抵
抗
力

が
弱
い
乳
幼
児
や
高
齢
者
で
す
。

も
し
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

受
け
て
い
れ
ば
、
予
防
接
種
を
受
け
な
い

で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
人
の
7
0

％
～
8
0
％
の
人
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
ら
な
い
で
す
む
か
、
か
か
っ
て
も
症
状

が
軽
い
と
い
う
有
効
性
が
証
明
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
の
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
高
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
高
齢
考
の
‥
・
・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

昨
年
に
ひ
き
つ
づ
き
、
6
5
歳
以
上
の
方

及
び
6
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
方
で
心
臓
や

じ
ん
臓
、
呼
吸
器
に
重
い
症
状
の
あ
る
方

を
対
象
（
手
帳
1
級
保
持
者
）
に
希
望
さ

れ
る
方
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
一
部
公
費
負
担
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
う
け
る
こ

と
で
発
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。



■と　き11月21日（日）

受　付　午前8時30分～

開会式　午前9時20分～

■ところ　山茶花高原及び周辺道路

■参加資格　小学1年生以上で健康殺人

（高校生以下の人は、

お申し込み下さい。）

■競技種目

①小学1年（男・女）

②小学2年（男・女）

（砂」＼学3年（男・女）

（参ノ」＼学4年（男・女）

（沙」＼学5年（男・女）

（む小学6年（男・女）

⑦中学男子の部

⑧中学女子の部

⑨高校生女子の部

⑬一般女子の部

⑪高校生男子の部

⑫一般男子の部

⑬お母さんの部

保護者の承認を得て、

の部……‥t……1．Okm

の郡………‥＝＝1．2km

の部……‥＝…‥1．2km

の郡‥……＝…‥1．5km

の部…………・t・1．5km

の部……………1．5km

2．6km

2．Okm

2．6km

2．6km

5．2km

5，2km

・30歳代…………・．・1．2km

・40歳代……………1．2km

・50歳以上…………1．2km

⑭お父さんの部・30歳代・………・＝・・2．6km

・40歳代…＝………・2．6km

・50歳以上…………2．6km

■申し込み期限11月2日（火）

■参加料　無料

申し込みとおたずねは、教育委員会内の大会

事務局（花L34－2201）へ。

戸7：㌢‾‾2♂露～の

アナログ周波数変更工事に伴う県民周知

平成18年末に開始予定の地上デジタル放送チャンネルを確保

するため、現在ご覧のアナログ放送チャンネルの一部が変更さ

れます。

総務省の指定を受けた長崎地域受信対策センターが対象の地

域を調査し、本年10月より調整や工事を実施します。

1，アナログ周波数変更は、各地で段階的に実施します。

2．県内125中継局のうち約半数の60局においてチャンネルの一

部が変更されます。

60局の対象となる地域の皆様には、予め長崎地土或受信対策セ

ンターよりお知らせがあります。

3．テレビやビデオのチャンネル再設定、アンテナや増幅器（ブー

スター）の調整や交換の工事が行われます。

4．一般の住宅、店舗兼用住宅、学校、病院（入院施設を有する

吉の）、福祉施設等は、工事に伴う経費は国が負担し無料です。

5．係員が訪問する場合は、腕章を付け、対策員証（身分証明書）

を提示します。

6．小長井町ケーブルテレビに加入し、視聴されている場合には、

これらの作業は一切必要ありません。

悪徳業者にご注意を！
上記のアナログ周波数の調整工事に来ましたと悪徳業者が訪

問し、工事費名目で不当な請求をされることがあります。

既にこの種の被害が発生しています、ご注意下さい。

◎問い合わせ先

アナログテレビチャンネル変更対策長崎地域受信対策センター

電話　0120－600－617（プリ→ダイヤル）

FAX O120－600－929（フリーFAX）

＊工事に関する問い合わせは

アナログテレビチャンネル変更対策長崎地域工事統括者事務所

電話　095－823－5510
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新市に向けたイベントとして開

催。飯盛町の出身の方がメンバーの

「M州MUMWEG」のライブや、お楽し

み抽選会、女装コンテストなど楽しん

でいただけるイベントを企画していま

す。たくさんの方のご来場をおまちし

ています。

■期日10月24日（日）

■会場　結の浜マリンバ一っ

（雨天時は飯盛町民体育館）

●女装コンテスト参加者募集

年齢18歳以上（高校生不可）の男性

で、個人・グループで毛参加可。賞金

は優勝者5万円、その他（ユーモア賞、

ナイスボディー賞など）各1万円

ひきこもり
家族数圭開催

■対象者　おおむね6力月以上ひきこ

吉り状態にある16歳以上の方を支え

るご家族

■開催日程11月6日（土）13時30分

～15時30分、以後2月まで全6回

1参加費　無料

■内容　小児科医師・精神科医師講話、

ひきこ看り者の話、家族の話など

■申込み　事前に電話にてご連絡を

全国どこの現場でも
建退共制度

■建設事業主の皆さんへ

・申込手続きが簡単（加入時の経費不要）

・経営事項審査で加点

・掛金は全額非課税で国が一部を補助

■建設現場で働く皆さんへ

・建退協の手帳はお持ちですか

・事業主が変わって吉退職金は通算

ト
日
本
公
証
人
連
合
会

（
m
O
3
－
3
5
0
2
－
8
0
5
0
）

公
正
証
書
は
、

あ
な
た
の
大
切
な
財
産
を
守
り
ま
す
。

⊥
※ホームぺ－ジ（http：／／www．kentaikY0．

taisYOkukれg0．jp／）で退職金の試算がで

きます。

第26回
長崎地区矯正展

■日時11月6日（土）10時～15時30分

■会場　長崎刑務所武道場及び周辺

■内容　矯正施設紹介コーナー・全国

刑務所作業製品の展示販売

高年齢者雇用
支援の集い

■日時10月20日（水）

13時30分～15時50分

■会場　ウエルシティ長崎

■内容　高年齢者雇用優良企業等の表

彰、体験発表、記念講演。参加は無料

旨者、引揚者の
皆様へ

旧軍人等で恩給等を受けていない恩

給欠格者の方、終戦に伴い本邦以外

の地域から引き揚げてこられた方に内

閣総理大臣名の書状等を贈呈していま

す。請求書矧は役場福祉保健課にあり

ます。

健康テレフォン

【10月のテーマ】

（月）抗生物質の服用上の注意点

（火）高齢者のそけいヘルニア

（水）子ど吉の便秘

（木）老人性白斑

（金）睡眠薬の使い方

（土・日）新しい巨D（勃起障害）治療薬

（祝日）前日のテープ

みさかえ分校
「学校公開」

■日時10月28日（木）9時～12時30分

■場所　みさかえ分校

■内容　授業見学、学校紹介、バザー、

子ど毛の教育に不安な方のための教育相談

看護学校の学校祭

■日時10月30日（土）9時～16時30分

■会場　長崎県央看護学校

■内容　看護体験・学習発表・白衣コー

ナー・お化け屋敷・バザー・ふれあい

コーナー・映画「KYOKO」上映等。

ありがとう
ございました

【社会福祉協議会へ金一封】

●篤志寄付

小満　隆行様（井崎二）

●香典返し

故　　松山留次郎横

道族　松山　末男様（小川原浦三）

故　　森　　清光横

道族　森　アサノ様（新田原）

管 内 の 交 通 事 故 発 生 状 況

8 月未現在 発 生
件 数 死者数 傷者数

諌 早 市 52 9 3 749

前年比 － 2 4 － 5 ＋ 16

森 山 町 3 9 0 62

前年比 十 9 ± 0 ＋ 16

高 来 町 3 4 2 53

前年比 － 5 ＋2 － 1 1

小長井町 1 1 0 14

前年比 － 3 ±0 － 2

■ 10 月 中 の 交 通 事 故 巡 回 相 談

【10 月 2 7 日 （水 ） 10 時 ～ 16時

諌 早 市 役 所 に て

附 【相打⊂1雄≧6 －4 4 2 1

2ββ4ノαノ 〃4



犯罪被害者のための相談窓口

1，警察安全相談

2．女性被害者110番
3．ヤングテレホン

4．悪質商法110番

5．暴力追放テレホン
6．諌早警察署相談係

瑚＃9110、TELO95－823－9110

琶0120－783－814遜095－823－0110

寵0120－786－714

瑚095－822－5100

団095－822－0007

旭0957－22－0110

ー秘密は固く守られます。安心してご相談下さい。

県立高等技術専門校
訓練生募集

人のうごき

16年8月未（前月との比較）

■人　口　　　6，689人（±　0）

男　　　3，026人（＋1）

女　　　3，663人（－1）

t出　生　　　　3人（－1）

1死　亡　　　　3人（＋1）

■転　入　　　18人（＋　8）

■転　出　　　18人（＋　6）

■世帯数　　　2，480戸（－1）

■募集科目【長崎校】電気・配管シ

ステム、自動車整備科、機械制御シス

テム科、溶接技術科、建築設計科、商

業デザイン科、観光・オフィスビジネ

ス科【佐世保校】電気システム科、自

動車整備科、OAビジネス科、建築技

術科、機械技術科、溶接技術科、塗装

技術科

1応募資格

高校卒業者（見込みを含む）他

■願書受付期間10月4日（月）～15日（金）

立口之津海上技術学校
生徒募集

1受験資格　中学校卒業以上（17年

3月卒業予定者を含む）

■修業年限　3年（高卒同等資格付与）

■募集人員　本科30名

■入学試験　①推薦入営・・17年1月27

日（木）②一般入学・・・17年2月13日（日）

（願書受付17年1月7日～2月8日）

■試験科目　①作文、基礎学力検査、

面接及び身体検査（ら国語、数学、英語、

面接及び身体検査

小型船舶免状の
更新・失効講習

■対象　有効期限が1年以内に切れる

免状及び失効している免状（更新…有

効期限が平成16年10月25日～平成17

年10月24日、失効…有効期限が平成

16年10月24日以前の免状）

■日時10月23日（土）受付9時～、

講習9時20分～、更新1時間、失効

講習2時間20分、当日中し込み可能

■会場　諌早文化会館

■持参晶　海技免状、料金（更新9月00

円、失効16，000円、講習・申請・登録・

写真・郵送料等辺み）

危険物取扱者
試験準備講習会

■乙種4類　諌早会場…諌早勤労福祉

会館にて。10月18［］（月）・19日（火）、

9時～17時、受講料9，000円

■丙種　長崎会場‥長崎市民防火セン

ターにて。10月30日（土）9時～17時、

受講料4，400円

■申込方法　電話またはFAXにて

知的障害者
職業訓練生募集

知的障害者の能力開発、雇用就労促

進のため、平成17年度訓練生を募集。

1訓練科目と定員・内容　畜産科10

名、麺製造科10名、訓練期間は各2年、

全寮制で生活訓練有り。

■対象者　中学校・養護学校卒業者（見

込み吉含む）及び援護施設等の利用

者で15歳以上おおむね25歳までの人。

公共職業安定所への求職申込が必要。

■募集期限12月15日（水）

犬・猫の輸入自粛

わが国では、海外からの動物を輸入

す5場合、動物検疫所において輸入検

疫を実施しており、1957年以降の狂

犬病発症は報告されていません。しか

し、中国での狂犬病による死者の急増

など世界各地で狂犬病が発生していま

す。今後日本への侵入を未然に防止す

るために次のことを守って下さい。

1狂犬病清浄地土或以外からの10カ月

未満の犬及び猫の輸入自粛

■ワクチンの効果が不十分な4カ月未

満の幼齢犬の輸入自粛



長里小6年

山口　翔也

「最高学年の責任」

ぼくは、今年最高学年になりました。あこがれの6

年生です。4月の新学期始業式、ぼくはとて宅ワウワ

ウしていました。5年生の時、先ばいたちの様子を見

ていて、楽しそうだ貴と思っていたし、最高学年になっ

て少しえらくなったような気持ちになっていました。

しかし、次の日からぼくのワウワウしていた気持ち

は、どこかに吹き飛んでしまいました。入学式の準備、

縦割チームの話し合い、低学年のお世話訟ど、次から

次に6年生が中心になってし怠くてはいけないことがあ

り、先ばいたちのきつさが分かりました。それと同時に、

5年生の時みたいにあまえていられないんだと思いまし

た。

今、ぼくたちは、運動会に向けて一生懸命練習して

いま武「学校を変えろ」という学級目標を合い言葉に、

これまでの運動会とはひと昧モノ51た昧宅変わった吉の

にしようと考えています。そのためには、ぼくたち6年

生のリーダーシップが必要です云1年生から5年生をま

とめていく自信は正直に言ってありませんが、最高学年

としての自覚と責任を吉ってがんばりたいと思います。

4月のぼくと今のぼくでは、考え方がぜんぜん違いま

今は「最高学年としてどうすればいいか」というこ

をいつ吉考えて行動するようにしています。時々責任

大きさにきついなと思うことがありますが、友達と

力しなびらがんばっています。

ハートフ／しメ、ソセ
ヽ　ヾ

・ヽ

ノ

君のオからの圭一香り　事

『明星アンサンブル・メンバー募集』

原口　隆（小川原浦四）

私たちは、今年からシンセサイザーを習っていますも　先生は

さざんかコーラスを指導しておられます宮崎和男先生です。

楽団を結成し活動するには最低8～10名が必要と言われて

います。私たち仲間は4人こ　まだ多くの人が必要です。

今仲間を募っておりますも　皆さんふるって参加してみません

かも受講料は無料で、老若男女、経験は問いません。お待ち

していますも

練習は、毎週金曜日文化ホ▼ルにて、午後7時30分から9

時30分までの2時間です。

連絡は、明星会代表原口隆（電話0957－34－2697）まで

お願いします。

『
我
が
家
の
思
い
出
』
募
集

町
で
は
、
閉
町
記
念
誌
の
作
成
に
あ

た
り
、
皆
様
の
「
思
い
出
の
写
真
と
メ
ッ
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ー
ジ
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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の
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の
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で
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ど
小
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で
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写
真
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当
時
の
思
い
出
の
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ド
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3
0
0
字
か
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3
6
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字
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度
に

ま
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役
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画
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お
送
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だ
さ
い
。

応
募
締
切
は
、
1
0
月
1

2
日
（
火
）
当
日

消
印
有
効
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

1

5
点
程
度
の
採
用
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
お
預
か
り

し
た
写
真
は
使
用
後
返
却
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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愛知・山支卓・≡重l己在住の山＼長＃出身者の集
いです。3同年を迎え一段と充実して参りま
した。
⑳日時：l順川日（日）I2時一川時
●会場：ホテ／しプラザ勝川（春日＃市悔新町）

※＜わし＜は、実行酉貝会代表
馬場　勝義さん・泉　　初義さん

踵0弘8－83－3472【辺0568－82一別7Iへ。
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病
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義

基
地
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借
り
大
家
店
子
が
逆
じ
ゃ
な
い

森
　
春
義
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1　　金

3　　◎

4　　　月

5　　　火

〝　　　　　　／／

6　　　水

／／　　　　　／／

7　　　木

〝　　　　　　〃

8　　　金

10　　噂1

12　　火

／／　　　　　　〝

13　　水

／J　　　　　　／／

14　　木

〝　　　　　　／／

15　　金

17　　◎

／J　　　　　　〝

18　　　月

19　　火

20　　水

／／　　　　　／／

21　　木

〝　　　　　　〝

24　　噂I

26　　火

住民健診［基本健診・大腸ガン検診・胸部レントゲン］
（受付9：00～10：00・13：00～14：00おがたま会館にて）

古紙類リサイクル（古新聞・雑誌・段ボール・牛乳パック・古着）
（9：00～12：00長里町民グラウンドストックハウスへ）

三種混合予防接種（14：00～15：00文化ホールにて）

飼えなくなった犬の引き取り（9：00までに役場へ、次は19日）

住民健診［基本健診・大腸ガン検診・胸部レントゲン］
（受付9：00～10：00・13：00～14：00井崎公民館にて）

燃えないゴミ収集日（8：30までに各地区のゴミステーションへ）

住民健診［基本健診・大腸ガン検診・胸部レントゲン］
（受付9：00～10：00・13：00～14：00、釜公民館にて）

住民健診［基本健診・大腸ガン検診・胸部レントゲン］
（受付9：00～10：00築切公民館、受付13：00～14：00文化ホールにて）

社協心配ごと相談（13：30～16：30さざんか会館にて、次は21日）

住民健診［基本健診・大腸ガン検診・胸部レントゲン］
（受付9：00～10ニ00・13：00～14：00・18：00～19：00文化ホールにて）

第45回町民体育祭（8：50～町民グラウンドにて）

妊婦教室（9：30～12：00文化ホールにて）

乳児健診（13：00～13：15受付、文化ホールにて）

プラスチック製容器包装収集日
（8：30までに各地区のゴミステーションへ、次は27日）
リハビリ教室
（9：00～15：00文化ホールにて、次は22日・28日）

人権相談・行政相談（10：00～15：00さざんか会館にて）

DTワクチン接種（14：00～長里小・遠竹小・虹の原養護学校にて）

ポリオ生ワクチン接種（14：00～15：00文化ホールにて）

第23回少年剣道大会（8：30～中学校体育館にて）

秋季SPソフトボール大会（9：00～町民グラウンドにて）

ノーマライゼーションをすすめる会（10：00～12：00文化ホールにて）

2歳児歯科検診（13：00～13：15受付、文化ホールにて）

ペットボトル・トレー・発泡スチロール収集日
（8：30までに各地区のゴミステーションへ）

育児サークル「わくわくクラブ」（10：30～12：00文化ホールにて）

あけぼの会健康相談（10：00～12：00文化ホールにて）

小長井町断酒懇談会（19：00～21：00文化ホールにて）

第30回秋季バレーボール大会（中学校体育館にて）

3歳児健診（13：00～13：15受付、文化ホールにて）

農業委員会（9：30～役場会議室にて）

DTワクチン接種（14：00～小長井小・聖母の騎士小にて）

民生児童委員定例会（14：00～さざんか会館にて）

一トプル

なか十
歩詰ヲ∈行二小鼻肘椚鍼誰瑠偵剋詐〒妨拘一晩長崎崇北高来部小長井現小川風議名机り董地り州りン1「ブ⊂‾jJ J　′」

凪り的7一っ∠ト2 ＝＝剋ひ靖7一っ∠ト2ココう監佃ユノ／仇りノ山リna扇．リr髪／⊆≡り北互助」旬れrja三別．リr三

なおと

渡部　直人くん（柳南）

HlO．10．5生まれ

（聖書・寿和子さんの長男）

☆すきなもの■・・バナナ

（敬称略・順不同）

【おたんじょう】

出生日出生者　　　保護者地区
あゆむ

机1新宮　歩夢　孝　釜一
めい

9′3本村　芽依　浩　新田原

【おしあわせに】

素敵なカップルの誕生をお待ちしています。

【おくやみ】

死亡者　　　　年齢　地区

松山留次郎　　84歳　小川原浦三

末永　吉野　　77歳　田原一

山口　徳柴　　83歳　打越

※個人情報保護のため、届出者等の

承諾分について掲載しています。

、・守・．●・

fリβ


	2004年10月p01
	2004年10月p02
	2004年10月p03
	2004年10月p04
	2004年10月p05
	2004年10月p06
	2004年10月p07
	2004年10月p08
	2004年10月p09
	2004年10月p10
	2004年10月p11
	2004年10月p12
	2004年10月p13
	2004年10月p14
	2004年10月p15
	2004年10月p16
	2004年10月p17
	2004年10月p18

